
（別紙） 

■当日のスケジュール 

 

（１）開 式 

（２）セールの贈呈・感謝状の受領 

（３）謝辞  和歌山県体育協会 会長 仁坂吉伸（和歌山県知事） 

（４）挨拶  日本財団 会長 笹川陽平  

（５）来賓祝辞 

（６）「和歌山・海プロジェクト」取組紹介 

（ヨット体験会の参加児童による感想など) 

（７）「海の学習（海洋教育）」取組発表 

（海洋教育を推進している小中学校の校長による発表） 

（８）セール張り （仁坂知事と笹川会長がヨットのセールを張ります） 

（９）閉 会 

（10）記念撮影 （ヨット体験会の参加児童が仁坂知事と笹川会長を囲みます） 

 

■日本財団の支援概要 

 

事業名  和歌山県との連携による海洋教育の推進及びセーリング競技の普及促進   

支援先  和歌山県体育協会 

助成金  6,000 万円  

 

1.器材整備 

(1)ヨットの購入 

①艇の種類 ※現在は 18 艇が配備済。2015 年 3 月までにすべて配備予定。 

2 人乗り（420 級）40 艇、 1 人乗り（レーザーラジアル級）16 艇 

アクセスディンギー（障害のある方にも対応）10 艇   計 66 艇 

②配備場所：和歌山セーリングセンター 

(2)浮桟橋の設置 

 

2.普及促進 

(1)学校教育における活用 

①ヨット体験の出前授業 

対象：県内小・中学生（80名） 

②教員向け研修 

対象：県内小・中・高校教員（40名） 

③県内学校の体験授業 

対象：高野町立富貴小・中学校、県立和歌山盲学校他（80名） 

 

(2)障害のある方へのスポーツ支援として活用 

①ヨット指導者の育成研修（20名） 

②障害者スポーツ教室（10名）等 

 

(3)競技スポーツにおける活用 

①全国高校総体の開催 

②ナショナルチームの強化合宿等 

 


